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平成 30年武道振興大会

挨拶を行う高村正彦日本武道協議会・日本武道館会長
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平
成
30
年
武
道
振
興
大
会
（
主
催
＝
武

道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本

武
道
館
）
が
３
月
７
日
に
東
京
・
憲
政
記

念
館
で
、
武
道
議
員
連
盟
会
員
の
国
会
議

員
、
武
道
関
係
者
238
名
が
出
席
し
、
開
催

さ
れ
た
。
大
会
で
は
、
中
学
校
武
道
授
業

に
関
し
、外
部
指
導
者
の
積
極
的
な
導
入
、

海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化

の
内
容
充
実
な
ど
の
要
望
を
新
た
に
盛
り

込
ん
だ
決
議
文
が
採
択
さ
れ
、
高
木
陽
介

武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理
事
長
か
ら
林

芳
正
文
部
科
学
大
臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　

三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事

務
局
長
の
司
会
の
も
と
、
北
川
知
克
武
道

議
員
連
盟
理
事
・
事
務
局
長
の
開
会
宣
言

に
よ
り
、
会
は
幕
を
切
っ
た
。

　

始
め
に
主
催
３
団
体
を
代
表
し
て
江
渡

聡
徳
武
道
議
員
連
盟
会
長
よ
り
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
た
。

「
高
村
前
会
長
か
ら
武
道
議
員
連
盟
会
長

の
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

高木陽介武道議員連盟副会長・理事長（左）から林芳正文部科学大臣へ決議文が手渡された

外
部
指
導
者
の
積
極
的
な
導
入
を
要
望

平
成
30
年
武
道
振
興
大
会
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ら
会
長
と
し
て
汗
を
流
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
柔
道
の
み
な
ら

ず
、
空
手
道
が
新
た
に
五
輪
種
目
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
種
目
が
五

輪
種
目
と
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
中
学

校
で
武
道
が
必
修
化
さ
れ
、
次
期
学
習
指

導
要
領
に
は
武
道
９
種
目
が
全
て
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
次
は
小
学
校
で
の
武
道
必
修

化
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
高
村
正
彦
日
本
武
道
協
議
会
・

日
本
武
道
館
会
長
が
登
壇
し
た
。

「
現
代
武
道
の
技
術
体
系
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
を
修
錬

す
る
な
か
で
心
と
身
体
を
鍛
え
て
、
人
間

が
生
き
る
べ
き
道
を
求
め
る
と
い
う
共
通

点
が
あ
り
ま
す
。
武
道
の
修
錬
に
よ
っ
て

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
日
本
人
が
失
い
つ
つ
あ
る
美
し
い
心

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
武

道
関
係
者
の
念
願
で
あ
っ
た
武
道
必
修
化

が
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
に
お
い
て
、

形
の
上
で
は
実
現
し
ま
し
た
。
で
す
の
で

こ
れ
か
ら
そ
れ
に
『
魂
を
入
れ
て
い
く
』

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。『
魂
を
入

れ
る
』
た
め
に
は
、
全
国
各
地
の
武
道
関

江渡聡徳武道議員連盟会長高村正彦日本武道協議会・日本武道館会長林芳正文部科学大臣

臼井日出男日本武道館理事長の発声で乾杯
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係
者
・
武
道
家
の
皆
様
の
熱
意
と
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

高
木
陽
介
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理

事
長
が
大
会
決
議
を
力
強
く
読
み
上
げ
る

と
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
決
議
文
は
林

芳
正
文
部
科
学
大
臣
に
し
っ
か
り
と
手
渡

さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
林
大
臣
が
祝
辞
を
述
べ

た
。「
24
年
度
に
は
中
学
校
で
武
道
必
修

化
、
そ
し
て
次
期
学
習
指
導
要
領
に
は
９

つ
の
武
道
が
並
列
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と

承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
高
村
会
長
が 

仰お
っ
し
ゃっ

た
よ
う
に
『
魂
を
入
れ
る
』
こ
と

を
現
場
で
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
文

部
科
学
省
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
我
々
が

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
武
道
は
技
を
も
っ
て
相
手
を
制
す
る

こ
と
に
留と

ど

ま
ら
ず
、
礼
が
基
本
で
あ
る
と

承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
試
合
が
始
ま
る

前
、
終
わ
っ
た
後
、
勝
負
に
か
か
わ
ら
ず

し
っ
か
り
と
礼
を
す
る
。
そ
れ
が
我
々
が

誇
る
武
道
の
精
神
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
先
般
、
ベ
ル
ギ
ー
の
日
本
人
学
校
の

入
学
式
に
参
列
い
た
し
ま
し
た
。
一
斉
に

き
ち
ん
と
礼
を
し
て
い
る
生
徒
の
様
子
が

印
象
的
で
し
た
。
日
本
の
教
育
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
は
や
は
り

武
道
の
精
神
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
武
道

を
鍛
錬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の

心
が
し
っ
か
り
と
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
我
々

と
し
て
も
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

政
務
の
都
合
上
、
林
大
臣
は
こ
こ
で
中

座
。
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
な
が
ら
会
場

を
後
に
す
る
林
大
臣
は
、「
文
部
科
学
省
・

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
の
武
道
授
業
支
援
の

方
法
は
」
と
の
記
者
の
質
問
に
対
し
、「
決

議
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
し
っ
か
り
と
様
々
な
施
策
を
行
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
応
じ
た
。

　

続
い
て
、
各
武
道
団
体
の
代
表
挨
拶
が

順
次
行
わ
れ
た
後
、
臼
井
日
出
男
日
本
武

道
館
理
事
長
が
「
各
武
道
の
発
展
、
さ
ら

に
は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
て
皆
で

協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、

杯
を
高
ら
か
に
上
げ
、
乾
杯
と
な
っ
た
。

ま
た
、
大
会
に
は
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
直
筆
の
署
名
に
よ
り
、
祝
辞
文
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
福
岡
資
麿
武
道
議
員
連
盟
事
務

局
次
長
よ
り
閉
会
宣
言
が
あ
り
、
大
会
は

閉
幕
と
な
っ
た
。

　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
祝
辞

　

武
道
振
興
大
会
の
御
盛
会
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

武
道
は
、
心
技
体
を
一
体
と
し
て
鍛
え
、
人
格
を
磨
き
、
道
徳
心
を
高
め
、
礼
節

を
尊
重
し
、
心
胆
を
錬
る
と
い
う
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
で
す
。「
礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
武
道
が
、
今

日
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、
広
く
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
、
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

第
一
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
約
六
十
年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法
を
改
正
し
、
道
徳

心
を
培
う
こ
と
、
健
や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
、
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
を

教
育
の
目
標
と
し
て
明
記
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
全
国
一
万
余
校

の
中
学
校
で
武
道
を
必
修
化
い
た
し
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
我
が

国
伝
統
の
武
道
に
触
れ
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
全
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
二
年
後
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
再
び
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
大
会
で
は
柔
道
の
み
な
ら
ず
空
手
道
も
競
技
種
目
に
採
用

さ
れ
、国
内
外
の
多
く
の
方
々
が
、我
が
国
の
伝
統
文
化
た
る
武
道
の
神
髄
に
触
れ
、

平
和
で
豊
か
な
社
会
作
り
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
ご
参
集
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
武
道
振
興
に
ご
尽
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
何
卒
、
今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
皆
様

の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
そ
し
て
武
道
を
通
じ
た
日
本
理
解
や
国
際
親
善
増

進
の
た
め
、
お
力
添
え
を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す

　

平
成
三
十
年
三
月
七
日
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我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経
済
大

国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
年
来
、
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国
力
の
低
下

が
目
立
ち
、
少
子
高
齢
化
や
道
徳
心
の
乱
れ
が
相
俟
っ
て
、
国
家
、
社
会
の
将
来
を
暗
い

も
の
に
し
つ
つ
あ
る
。
七
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
は
深
く
、
復
旧
・
復
興
は
未
だ

道
半
ば
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
国
は
国
家
再
生
へ
向
け
、「
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
、
公
共
の
精
神
、

生
命
、伝
統
や
文
化
の
尊
重
」を
盛
り
こ
ん
だ
教
育
基
本
法
の
改
正
を
実
現
し
た
。
ま
た
、

五
年
前
に
は
、
東
京
で
二
〇
二
〇
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
誠
に
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
武
道
は
、
国
民
精
神
の
根
源
、
即
ち
武
士
道
精
神
の
真
髄
を
基
調
と
す
る
、

体
・
徳
・
知
を
一
体
と
し
て
は
ぐ
く
む
我
が
国
固
有
の
伝
統
文
化
で
、
文
武
両
道
、
質
実

剛
健
を
旗
印
と
す
る
国
家
、
社
会
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
人
間
形
成
の

道
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
眼
と
す
る
、
平
成
二
十
四
年
度
完
全
実

施
の
中
学
校
武
道
必
修
化
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
完
全
実
施
さ
れ
た
中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
し
、
授
業
内
容

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
実
施
時
間
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
外
部
指
導
者
の
導
入

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

二　

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
成
功
に
向
け
、
実
施

種
目
と
な
っ
た
柔
道
、
空
手
道
へ
の
支
援
・
助
成
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

会
場
と
な
る
日
本
武
道
館
の
建
物
・
設
備
の
増
改
修
工
事
に
最
大
限
の
支
援
・
助
成

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
日

本
武
道
代
表
団
や
武
道
指
導
者
の
海
外
派
遣
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
海
外
日
本

人
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う

こ
と
。

三　

中
学
校
武
道
必
修
化
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条
件
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
　
議

備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

四　

特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校
教
員

採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有
段
者
の
学

生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。
さ

ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導
者
を
各
中
学
校
に
配

置
し
、
処
遇
改
善
を
図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余

校
の
中
学
校
体
育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者
講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の

協
力
を
得
て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た
っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数

種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら
で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重

視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や

指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成
等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行

う
こ
と
。

五　

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践
研
究

を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法
研
究
を
行

い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

六　

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府
県
立

武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の
設
置
促
進

に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

七　

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を
図
る

た
め
、
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、

助
成
を
行
う
こ
と
。

八　

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
町
道
場
に
つ
い
て

は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
相
続
税
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す
る

武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
七
日
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●
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
専
務
理

事
兼
事
務
局
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
現
在
、
柔
道
の
競
技
人
口
は
減
少
の
一

途
を
辿た

ど

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
主
因
と
し

て
、
中
学
校
で
の
柔
道
部
の
減
少
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
中
学
校
数
が
減
る
と
保
健
体

育
科
教
諭
の
数
も
減
り
、
柔
道
を
専
門
と

す
る
教
員
の
数
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
柔
道
部
の
存
続
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
で
す
の
で
長
期
的
に
、
柔
道

を
専
門
と
す
る
保
健
体
育
の
教
諭
を
増
や

そ
う
と
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
高
等
学
校
で
の
武
道
授
業
は
ダ
ン
ス
等

と
の
選
択
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
非
常
に
困
っ
た
こ
と
で
、
昨
今
の
子
供

は
ダ
ン
ス
が
好
き
で
す
の
で
そ
ち
ら
に
流

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
武
道
を
独

立
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

③
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
授
業
の
接

続
に
つ
い
て

「
高
等
学
校
で
も
、
も
ち
ろ
ん
中
学
校
か

ら
行
っ
て
い
る
柔
道
を
続
け
て
も
ら
う
活

動
は
展
開
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
中
学

校
で
10
時
間
前
後
の
授
業
時
間
で
す
の

で
、
接
続
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
部
分

は
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
中
学

校
で
の
授
業
時
間
を
も
う
少
し
増
や
し

て
、
上う

手ま

く
接
続
で
き
る
よ
う
な
基
盤
を

作
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

●
全
日
本
剣
道
連
盟
・
張
富
士
夫
会
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
順
調
に
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
若

い
人
た
ち
に
き
ち
ん
と
広
が
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
後
に
な
り
、

振
り
返
っ
て
み
て
、
や
っ
て
い
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
剣
道
を
行
え
ば
、
体
も

た
く
ま
し
く
な
る
け
ど
、
精
神
的
に
タ
フ

に
な
っ
て
、
少
々
き
つ
い
仕
事
や
何
か
で

も
、
絶
対
に
ち
ゃ
ん
と
乗
り
切
っ
て
い
け

ま
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
高
等
学
校
だ
と
部
活
動
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
中
学
校
の
授
業
で
し
っ
か
り
や
っ

て
、
性
格
と
し
て
も
、
体
つ
き
で
も
剣
道

に
向
い
て
い
る
と
思
う
人
が
、
さ
ら
に
自

分
の
意
思
で
、
高
校
で
は
や
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
」

●
全
日
本
弓
道
連
盟
・
岡
本
仁
専
務
理
事

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
今
（
弓
道
選
択
校
が
）
20
数
校
し
か
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
30
〜
40
校
に
広
め

た
い
で
す
。
弓
道
連
盟
で
は
、
実
施
校
に

　
各
連
盟
・
団
体
の
代
表
者
に
、
①
実
施
７
年
目
を
迎
え
た
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標
、
②
次
期
学

習
指
導
要
領
に
９
武
道
の
明
記
が
決
ま
っ
た
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題
、
③
そ
し
て
中
学
校
か
ら

高
等
学
校
へ
の
武
道
授
業
の
接
続
、
の
３
点
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

代表挨拶をする日本相撲連盟・田中英壽副会長

中
学
校
・
高
等
学
校
の
武
道
授
業
を
ど
う
進
め
る
か
？

各
武
道
代
表
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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弓
道
具
を
無
償
で
30
人
分
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
複
数
種
目
選
択
と
し
て
弓
道

を
学
校
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

加
え
て
、
武
道
実
施
時
間
を
も
っ
と
増
や

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
弓
道
を
正
課
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
部
活

動
は
盛
ん
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
部
活
動

で
の
弓
道
実
施
校
は
２
千
校
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。
弓
道
経
験
の
あ
る
高
校
の
先
生

が
非
常
に
少
な
く
、
そ
れ
が
課
題
と
な
り

ま
す
。
弓
道
部
の
あ
る
学
校
に
、
大
学
で

弓
道
を
や
っ
た
経
験
の
あ
る
先
生
を
振
り

分
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

●
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
副
会
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
中
学
校
で
の
相
撲
授
業
の
目
標
は
、
相

撲
を
先
生
方
に
今
よ
り
も
っ
と
理
解
し
て

い
た
だ
い
て
、
教
育
を
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
安
全
を
第
一
に
考
え
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
見
直
し
ま
し
た
。
あ
と
は
触
れ
合

い
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
相
撲
の
面
白

み
を
エ
ッ
セ
ン
ス
に
し
て
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
指
導
を
、
授
業
で
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
高
等
学
校
で
は
、
武
道
授
業
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
部
活

動
は
相
変
わ
ら
ず
盛
ん
で
す
ね
」

③
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
授
業
の
接

続
に
つ
い
て

「
中
学
の
授
業
で
は
か
な
り
易
し
い
と
こ

ろ
か
ら
入
っ
て
い
ま
す
。
中
学
で
面
白
か

っ
た
か
ら
高
校
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
報

告
は
特
に
は
入
っ
て
き
て
い
な
い
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
を
狙
っ
て
は
い
ま
す
」

●
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
会
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
空
手
道
は
、
経
費
も
か
か
ら
ず
、
場
所

も
と
ら
ず
、
専
門
の
衣
服
も
必
要
と
し
ま

せ
し
、
怪け

我が

も
し
ま
せ
ん
。『
エ
イ
！　

ヤ
ー
！
』
と
元
気
溌は

つ

剌ら
つ

に
や
れ
ば
良
い
の

で
す
。
し
か
し
、
現
在
中
学
校
で
は
、
学

校
長
は
何
か
あ
る
と
困
り
ま
す
の
で
、
大

幅
な
採
用
校
増
と
ま
で
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
決
議
文
の
と
お
り
武
道
を
履
修
し

た
教
員
が
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
高
等
学
校
で
は
、
公
立
、
私
立
と
も
実

施
校
は
割
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

部
活
動
も
非
常
に
盛
ん
で
す
。
授
業
に
つ

い
て
も
、
中
学
校
の
よ
う
に
実
施
校
が
増

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

全日本柔道連盟
中里壮也専務理事・事務局長

全日本剣道連盟
張富士夫会長

全日本弓道連盟
岡本仁専務理事

全日本空手道連盟
笹川堯会長

合気会
植芝守央理事長

少林寺拳法連盟
川島一浩会長

全日本なぎなた連盟
久保素子副会長

全日本銃剣道連盟
酒井健会長
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●
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
課
題
は
現
在
合
気
道
が
採
用
さ
れ
て
い

る
学
校
が
50
校
弱
と
ま
だ
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
指
導
者
に
対
す
る

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
に
学
校

の
教
員
の
先
生
と
協
力
し
て
外
部
指
導
者

と
し
て
対
応
で
き
る
形
を
構
築
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
指
導
内
容
の
更
な
る

充
実
と
、
合
気
道
を
体
育
大
学
な
ど
で
学

習
し
た
方
が
教
員
に
な
れ
る
よ
う
な
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
ク
ラ
ブ
活
動
は
全
国
で
100
校
程
度
、
授

業
に
至
っ
て
は
も
っ
と
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
学
校
側
の
要
請
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

で
す
」

③
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
授
業
の
接

続
に
つ
い
て

「
公
立
校
だ
と
一
回
途
切
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
立
は
継
続
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
足
掛
か
り
に
し
て
考
え
て
い

き
た
い
で
す
」

●
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
川
島
一
浩
会
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
現
在
、
少
林
寺
拳
法
授
業
の
実
施
中
学

校
は
全
国
で
30
校
足
ら
ず
で
、
数
は
少
な

い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
都

道
府
県
で
２
校
の
採
用
校
を
目
指
し
、
全

国
で
100
校
を
目
標
に
、
指
導
員
の
養
成
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
数
年
前
に
少
林
寺
拳
法
も
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
正
式
種
目
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ま

ず
は
部
活
動
で
の
実
施
校
増
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
部
活
動
実
施
校
に
は
併
せ

て
、
授
業
で
も
少
林
寺
拳
法
を
採
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い
で

す
」

③
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
授
業
の
接

続
に
つ
い
て

「
部
活
動
指
導
員
の
活
用
を
含
め
て
、
授

業
を
実
施
し
や
す
い
指
導
方
法
等
の
研
究

を
進
め
て
、
ま
ず
は
実
施
校
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

●
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
久
保
素
子
副
会
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
課
題
は
指
導
者
で
す
。
な
ぎ
な
た
を
専

門
と
す
る
教
員
が
い
る
学
校
は
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
外
部
指
導
者
の
活
用
も
厳

し
い
で
す
ね
。
指
導
者
に
道
場
の
よ
う
な

気
持
ち
で
学
校
現
場
に
行
か
れ
て
し
ま
っ

て
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。
単
に
な
ぎ

な
た
が
指
導
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
技
術
的
な
指
導
だ
け

で
な
く
、
教
育
的
な
配
慮
が
ど
れ
だ
け
で

き
る
か
。
そ
し
て
教
員
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
や
れ
る
の
か
が
問
題
で
す
」

③
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
授
業
の
接

続
に
つ
い
て

「
接
続
は
中
高
一
貫
校
だ
と
で
き
て
い
ま

す
が
、
別
々
に
な
る
と
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。
指
導
者
が
お
り
ま
せ
ん
。
な
ぎ
な

た
は
特
殊
な
も
の
で
す
の
で
、
場
所
の
問

題
も
あ
り
ま
す
。
天
井
の
高
さ
と
、
奥
行

き
も
必
要
で
す
。
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積

み
で
す
ね
」

●
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
酒
井
健
会
長

①
中
学
校
武
道
授
業
の
課
題
と
目
標

「
現
在
、
銃
剣
道
の
実
施
校
は
１
校
で
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
複
数
の
中
学
校
で
銃
剣

道
授
業
を
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
。
こ
れ

が
大
き
な
目
標
で
あ
り
ま
す
」

②
高
等
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題

「
現
在
、
銃
剣
道
の
実
施
校
は
あ
り
ま
せ

ん
。
部
活
動
実
施
校
に
授
業
で
の
銃
剣
道

採
用
を
促
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
で
武
道
実
施
校
が
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
も
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

③
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
授
業
の
接

続
に
つ
い
て

「
学
習
指
導
要
領
で
は
、
中
学
校
も
高
等

学
校
も
『
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ

て
』と
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。銃
剣
道
は
、

自
衛
隊
駐
屯
地
の
地
域
内
の
中
学
校
・
高

等
学
校
で
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」

◇

　

大
会
に
出

席
し
た
今
里

讓
ス
ポ
ー
ツ

庁
次
長
に「
ス

ポ
ー
ツ
庁
に
お
け
る
中
学
校
武
道
授
業
の

最
大
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
伺
っ

た
。
今
里
次
長
は
「
指
導
者
と
学
校
現
場

を
繋
ぐ
こ
と
。
こ
れ
が
一
番
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
即
答
し
た
。

　

続
け
て
今
里
次
長
は
「
中
学
校
で
は
次

期
学
習
指
導
要
領
上
は
９
種
目
の
武
道
が

必
修
化
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
指
導

者
の
確
保
、
そ
し
て
安
全
な
指
導
法
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
現
場
で
は
足
り
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
指
導
で
き
る
立
場
の

方
々
は
、
実
際
に
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
方
々
が
学
校
で
指
導
す
る
機

会
が
多
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
」

と
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
。

今里讓
スポーツ庁次長
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福
岡
資
麿
事
務
局
次
長
の
進
行
の
も

と
、
は
じ
め
に
高
村
正
彦
武
道
議
員
連

盟
・
日
本
武
道
館
会
長
よ
り
次
期
武
道
議

員
連
盟
会
長
の
人
事
案
が
提
案
さ
れ
た
。

「
武
道
議
員
連
盟
の
会
長
と
し
て
長
い
こ

と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
次
期
武
道
議

員
連
盟
会
長
と
し
て
江
渡
聡
徳
氏
を
推
薦

し
た
い
と
思
い
ま
す
」。
こ
れ
が
満
場
一

致
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
、
会
長
に
江
渡
聡

徳
氏
が
就
任
し
た
。
続
け
て
江
渡
新
会
長

よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
高
村
前
会
長
に
は
武
道
振
興
の
た
め
、

大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
輩
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
け
て
江
渡
会
長
よ
り
、
武
議
連
役
員

人
事
案
に
関
し
て
、
高
村
前
会
長
と
臼
井

日
出
男
日
本
武
道
館
理
事
長
に
対
す
る
名

誉
顧
問
へ
の
推
薦
が
あ
り
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
北
川
知
克
理
事
・
事
務
局
長
よ
り
、

平
成
29
年
度
の
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
役

員
人
事
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
衆
議
員

側
の
事
務
局
次
長
と
し
て
丹
羽
秀
樹
氏
、

ま
た
高
木
陽
介
副
会
長
に
は
理
事
長
に
も

就
任
し
て
も
ら
い
た
い
旨
、説
明
が
あ
り
、

全
会
一
致
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

今
里
讓
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
よ
り
武
道
振

興
施
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

「
高
等
学
校
に
お
け
る
次
期
学
習
指
導
要

領
が
本
年
３
月
に
公
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
同
指
導
要
領
案
で
の
武
道
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
（
中
学
校
の
よ
う
に
必
修

で
は
な
い
も
の
の
）、『
柔
道
、
剣
道
、
相

撲
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、
弓
道
、
合
気

道
、
少
林
寺
拳
法
、
銃
剣
道
な
ど
を
通
し

て
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
に
よ
り

一
層
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。』
と
明
記
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
武
道

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
部
活
動
指
導
員
を

制
度
化
し
ま
し
た
。
部
活
動
指
導
員
制
度

で
は
、
従
来
の
技
術
指
導
に
加
え
て
、
学

校
長
の
監
督
の
も
と
、
顧
問
と
し
て
大
会

等
の
引
率
が
で
き
る
も
の
で
す
。
平
成
30

年
度
に
は
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導

員
の
配
置
と
し
て
５
億
円
（
４
５
０
０
人

分
）
の
予
算
案
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
運
動
部
活
動
の

取
り
組
み
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
と
し

て
望
ま
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
年
度
内
に

作
成
す
る
予
定
で
す
」。
加
え
て
今
里
次

長
よ
り
武
道
振
興
に
係
る
平
成
30
年
度
ス

ポ
ー
ツ
庁
予
算
案
が
説
明
さ
れ
た
。

スポーツ庁の武道振興施策について説明を行う今里讓次長（左）

　平成 30 年武道議員連盟総会が武道振興大会に先立って同じく憲政記念館で開催された。
　総会には、武道議員連盟会員の国会議員 47 名、政府・国会議員 2 名、日本武道館・日本
武道協議会役員、スポーツ庁幹部の 10 名が出席。武道議員連盟の役員人事選任と平成 29 年
度の会計報告、スポーツ庁による武道振興施策の説明（高等学校次期学習指導要領における
武道授業、部活動指導員等）、日本武道協議会・日本武道館の活動報告、質疑応答が行われた。

高等学校次期学習指導要領に９武道が並列明記へ 平
成
30
年
武
道
議
員
連
盟
総
会
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次
に
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館

の
平
成
29
年
度
活
動
報
告
が
三
藤
芳
生
日

本
武
道
協
議
会
常
任
理
事
・
日
本
武
道
館

常
任
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
述
べ
ら
れ

た
。
報
告
で
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
に

関
し
て
、
日
本
武
道
協
議
会
設
立
40
周
年

記
念
事
業
と
し
て
武
道
９
種
目
と
武
道
編

か
ら
な
る
指
導
書
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
刊
行
し
、

３
万
部
を
全
中
学
校
、
都
道
府
県
市
区
町

村
教
育
委
員
会
に
無
料
配
布
し
た
こ
と
、

国
際
事
業
と
し
て
昨
年
11
月
に
、
高
村
正

彦
団
長
を
は
じ
め
武
道
派
遣
団
員
75
名
が

マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
を

訪
れ
、
武
道
演
武
会
等
を
行
っ
た
こ
と

と
、
こ
れ
に
よ
り
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
日

本
人
学
校
で
は
来
年
度
か
ら
武
道
必
修
化

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
が
説
明
さ

れ
た
。

　

続
い
て
質
疑
に
移
り
、
阿
達
雅
志
氏
か

ら
は
「
武
道
の
国
際
交
流
は
日
本
外
交
の

面
か
ら
見
て
も
き
わ
め
て
意
義
が
あ
る
と

思
う
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
も
外
務
省
と
綿
密

に
連
絡
を
取
り
、
日
本
武
道
館
の
国
際
事

業
に
全
面
的
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
日
本

武
道
館
が
休
館
と
な
り
改
修
を
行
う
。
そ

の
約
１
年
間
も
武
道
振
興
事
業
を
止
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
各
地
の
武
道

館
を
活
用
し
て
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
配
慮
願
い
た
い
」

　

山
谷
え
り
子
理
事
か
ら
は
「
日
本
武
道

館
の
中
学
校
武
道
必
修
化
第
4
回
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
武
道
授
業
の

年
間
平
均
実
施
時
間
は
全
体
的
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
指
導
者
に
つ
い
て
も
外

部
指
導
者
導
入
率
は
下
が
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
改
善

の
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
今
里
次
長
よ
り
「
日
本

武
道
館
の
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
文

化
の
発
信
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
外
務
省
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
な
ど
と
連
携
を
し
て
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
授
業
の
実
施
時
間
と
外
部
指
導
者
導

入
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
部
活
動
指
導
員

の
制
度
化
を
踏
ま
え
て
全
体
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
実
際
の
指
導
者
が
ど
こ

に
い
る
の
か
を
必
ず
し
も
都
道
府
県
が
状

況
を
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
り

を
よ
く
調
査
し
て
、
活
用
を
促
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
返
答
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
福
岡
事
務
局
次
長
が
閉
会
を
宣

言
し
、
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

武道議員連盟役員名簿

名 誉 顧 問　　高村　正彦（自民党副総裁）　　臼井日出男（元衆議院議員）

顧　　　問　　大島　理森（自民）　　衛藤征士郎（自民）　　赤松　広隆（立憲）

会　　　長　　江渡　聡徳（自民）

副　会　長　　鴻池　祥肇（自民）　　河村　建夫（自民）　　高木　陽介（公明）

　　　　　　　塩谷　　立（自民）

理　事　長　　高木　陽介（公明）

理　　　事　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　江田　康幸（公明）

　　　　　　　北川　知克（自民）　　羽田雄一郎（民進）　　森　　英介（自民）

　　　　　　　山谷えり子（自民）

事 務 局 長　　北川　知克（自民）

事務局次長　　福岡　資麿（自民）　　丹羽　秀樹（自民）

平成 30 年 3月 7日現在
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武道振興に係る平成 30年度予算（案）

 
 　

 １．武道指導の充実  
　⑴　指導内容の充実 
　　○武道等指導充実・資質向上支援事業 191 百万円
　　 　武道等の安全かつ円滑な実施のため、教員の指導力向上を図るとともに、中学校新学習指導要領
に記載されている柔道、剣道、弓道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道の９
種目の指導ガイドラインの作成・改善や、指導者データベースの整備などを行う。

　　○武道講習会の開催等 24 百万円
　　 　武道関係団体との共催により、体育担当教員や武道の部活動指導者を対象として、各地域のリー
ダーとなり得る教員を養成するための武道講習会を開催する。

　　○運動部活動改革プラン【新規】 80 百万円
　　 　平成 29 年度に作成する「運動部活動の総合的なガイドライン」を踏まえた運動部活動に関する実
践事例研究を行い、各学校において地域の実情等に応じた適切な運営が行われるよう、研究結果を
周知・普及させる。

　　○学校における体育活動での事故防止対策推進事業 20 百万円
　　 　体育活動中の重大事故事例や情報、再発防止のために留意すべき点、事故防止方策等について分
析を行うとともに、体育活動中における安全管理・事故防止について全国的な普及啓発を行う。

　⑵　武道場の整備 4,554 百万円
　　 　中学校における保健体育科の「武道」を安全かつ円滑に実施するため、公立中学校武道場新改築
事業等に対する国庫補助を行い、整備促進を図る。

　　・公立中学校武道場の整備（学校施設環境改善交付金） 4,490 百万円
　　・私立中学校等武道場の整備（私立学校施設整備費補助金） 64 百万円

　⑶　武道関係教材等の充実
　　 　平成 24 年度から、10 か年にわたる「義務教育諸学校における新たな教材整備計画」に基づき、
所要の地方財政措置を行う。

 ２．武道団体への支援等  
　　○日本武道館への補助 62 百万円
　　 　日本武道館が実施する古武道保存事業、青少年武道錬成大会、武道指導者講習会及び武道国際交
流事業に対する国庫補助を行い、我が国の武道の普及・振興を図る。

　　○（独）日本スポーツ振興センターによる助成
　　 　競技力向上事業助成やスポーツ振興基金助成、スポーツ振興くじ助成等を通じて、団体の行う選
手強化活動や武道教室の開催等の事業などに支援。

　　　（平成２８年度実績額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６. ０億円
　　　（平成２９年度配分額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７. ９億円

●スポーツ庁資料
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●スポーツ庁資料

平成 30 年 2月 27 日
スポーツ庁

武道振興施策について

高等学校学習指導要領の改訂

次期高等学校学習指導要領案【保健体育（武道抜粋）】

第１　体　育
　２　内　容
　Ｆ　武　道
　　 　武道について，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　⑴ 　次の運動について，勝敗を競ったり自己や仲間の課題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい，伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め方，
課題解決の方法，試合の仕方などを理解するとともに，得意技などを用いた攻防を展開
すること。

　ア 　柔道では，相手の動きの変化に応じた基本動作から，得意技や連絡技・変化技を用いて，
素早く相手を崩して投げたり，抑えたり，返したりするなどの攻防をすること。

　イ 　剣道では，相手の動きの変化に応じた基本動作から，得意技を用いて，相手の構えを
崩し，素早くしかけたり応じたりするなどの攻防をすること。

　⑵ 　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見し，合理的，計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に
伝えること。

　⑶ 　武道に主体的に取り組むとともに，相手を尊重し，礼法などの伝統的な行動の仕方を
大切にしようとすること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全を確
保すること。

３　内容の取扱い
　⑵ 　内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理論」までに示す事項については，各年次に
おいて次のとおり取り扱うものとする。

　カ 　「Ｆ武道」については，柔道，剣道，相撲，空手道，なぎなた，弓道，合気道，少林寺拳法，
銃剣道などを通して，我が国固有の伝統と文化により一層触れることができるようにす
ること。また，(1) の運動については，ア又はイのいずれかを選択して履修できるように
すること。なお，学校や地域の実態に応じて，相撲，空手道，なぎなた，弓道，合気道，
少林寺拳法，銃剣道などについても履修させることができること。
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ニュース

第 17 回全日本短剣道大会

居
駐
屯
地
（
三
重
県
）
が
勝
ち
上
が
る
。

先
鋒
戦
は
郡
山
A
の
先
崎
が
二
本
勝
。
中

堅
戦
、
試
合
中
盤
に
郡
山
A
・
村
越
が
一

瞬
の
隙
を
つ
い
て
胴
を
決
め
る
。
久
居
駐

屯
地
・
湊
も
果
敢
に
攻
め
る
が
、
村
越
は

冷
静
に
捌さ

ば

い
て
一
本
勝
。
大
将
戦
は
郡
山

A
・
軽
部
が
貫
禄
の
二
本
勝
を
収
め
、
優

勝
に
花
を
添
え
た
。

◇
高
校
生
の
部

　

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
校
Ｂ
（
栃
木

県
）
と
群
馬
県
選
抜
A
に
よ
る
決
勝
戦
。

先
鋒
戦
は
群
馬
県
A
・
渡
辺
、
中
堅
戦
は

文
星
芸
大
附
属
Ｂ
・
奥
田
が
勝
利
し
、
勝

負
は
大
将
戦
へ
。
大
将
戦
、
中
盤
に
文
星

芸
大
附
属
Ｂ
・
戸
村
が
値
千
金
の
胴
を
決

め
る
。
戸
村
が
群
馬
県
A
・
小
金
井
の
猛

追
を
凌
ぎ
、
時
間
終
了
。
文
星
芸
大
附
属

Ｂ
が
接
戦
を
制
し
た
。

　

第
17
回
全
日
本
短
剣
道
大
会
が
２
月
18

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合

は
３
分
三
本
勝
負
で
行
わ
れ
、
時
間
内
に

決
着
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
判
定
で
勝
敗

を
決
し
た
。
団
体
戦
は
３
部
門
（
成
年
・

女
子
・
高
校
生
）
で
計
164
チ
ー
ム
、
個
人

戦
は
５
部
門
（
成
年
A
・
成
年
Ｂ
・
成
年

Ｃ
・
女
子
・
高
校
生
）
で
計
433
名
が
参
加

し
、
短
剣
道
日
本
一
を
争
っ
た
。

◇
成
年
の
部

　

決
勝
は
、一
昨
年
優
勝
の
50
普
連
A（
第

50
普
通
科
連
隊
A
、
高
知
県
）
と
香
川
県

選
抜
の
対
戦
。
先
鋒
戦
、
50
普
連
A
・
大

西
が
胴
２
本
を
連
取
。
中
堅
戦
は
50
普
連

A
・
竹
内
が
終
了
間
際
に
胴
を
決
め
て
一

本
勝
。
大
将
戦
も
50
普
連
A
・
小
川
が
胴

を
決
め
て
勝
利
。
50
普
連
A
は
、
全
試
合

で
対
戦
相
手
に
１
勝
も
与
え
ず
、
堂
々
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
50
普
連
A
・
鈴
木
庸
浩
監
督

「
昨
年
は
３
位
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

で
、
自
分
た
ち
に
足
り
な
か
っ
た
部
分
を

補
う
よ
う
稽
古
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
っ

た
形
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

◇
女
子
の
部

　

決
勝
に
は
、
郡
山
A
（
福
島
県
）
と
久

50
普
連
A
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝

■
団
体
戦
成
年
の
部

団体・成年決勝＝ 50 普連 A・竹内大介（左）の胴が決まる

団体・女子決勝＝
郡山 A・先崎志帆（右）の 2 本目の胴

︵
高
知
県
︶

 

■
団
体
戦
（
３
人
制
）
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◇
成
年
A
の
部
（
35
歳
以
下
）

　

小
川
直
希
と
竹
内
大
介
の
50
普
連
同
士

の
決
勝
戦
。
両
者
果
敢
に
攻
め
る
が
、
互

い
に
手
の
内
を
知
り
尽
く
し
、
決
め
手
に

欠
け
る
。
勝
負
は
判
定
に
持
ち
越
さ
れ
、

小
川
に
旗
３
本
が
上
が
り
、
２
年
ぶ
り
の

優
勝
を
決
め
た
。

◎
優
勝
＝
50
普
連
・
小
川
直
希
選
手

「
今
日
は
積
極
的
に
、
先
に
技
を
出
す
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
決
勝
は
力
が
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
欲
を
言
え
ば
技
を
決

め
て
勝
ち
た
か
っ
た
で
す
」

■
団
体
戦

◇
成
年
＝
①
50
普
連
A
②
香
川
県
選
抜
③
50
普

　

連
Ｃ
、
34
普
連
A

◇
女
子
＝
郡
山
A
②
久
居
駐
屯
地
③
北
海
道
選

　

抜
Ｂ
、
北
海
道
選
抜
A

◇
高
校
生
＝
①
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
校
Ｂ
②

　

群
馬
県
選
抜
A
③
栃
木
県
選
抜
、
文
星
芸
術

　

大
学
附
属
高
校
A

■
個
人
戦

◇
成
年
A
＝
①
小
川
直
希
（
50
普
連
）
②
竹
内

　

大
介
（
50
普
連
）
③
犬
飼
将
貴
（
弘
前
駐
屯

　

地
銃
剣
道
部
）、
大
西
洸
（
50
普
連
）

◇
成
年
Ｂ
＝
①
滝
沢
元
気
（
群
馬
県
選
抜
）
②

　

菊
池
純
（
34
普
連
）
③
松
浦
備
（
A
Ｌ
Ｓ
Ｏ

　

Ｋ
）、
櫻
井
公
人
（
18
普
連
）

◇
成
年
Ｃ
＝
①
相
野
照
昭
（
青
森
県
選
抜
）
②

　

田
代
勝
（
普
教
連
）
③
須
合
元
（
秋
田
県
選

　

抜
）、
小
池
晃
弘
（
32
普
連
）

◇
女
子
＝
①
青
柳
み
さ
え
（
１
普
連
）
②
軽
部

　

久
美
子（
郡
山
）③
石
橋
昌
子（
武
器
学
校
）、

　
山
口
あ
や
子
（
福
島
県
選
抜
）　

◇
高
校
生
＝
①
小
金
井
健
尊
（
群
馬
県
選
抜
）

　

②
中
川
誉
久
（
須
賀
川
少
年
団
）
③
野
澤
和

　

将
（
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
校
）、渡
邉
裕
也

　
（
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
校
）

【
大
会
結
果
】

◇
成
年
Ｂ
の
部
（
36
歳
以
上
50
歳
以
下
）

　

決
勝
は
、
滝
沢
元
気
（
群
馬
県
選
抜
）

が
菊
池
純
（
34
普
連
）
に
胴
２
本
を
決
め

て
、
２
年
ぶ
り
の
頂
点
に
立
っ
た
。

◇
成
年
Ｃ
の
部
（
51
歳
以
上
）

　

決
勝
は
、
昨
年
優
勝
の
田
代
勝
（
普
教

連
）
と
昨
年
３
位
の
相
野
照
昭
（
青
森
県

選
抜
）
の
顔
合
せ
。
試
合
中
盤
、
胴
の
打

合
い
に
な
り
、
一
瞬
早
く
相
野
の
胴
が
決

ま
っ
て
一
本
勝
。
相
野
が
５
回
目
の
優
勝

を
遂
げ
た
。

◇
女
子
の
部

　

決
勝
は
、
青
柳
み
さ
え
（
１
普
連
）
と

軽
部
久
美
子
（
郡
山
）
の
対
戦
。
青
柳
が

続
け
ざ
ま
に
胴
２
本
を
決
め
て
、
優
勝
を

果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
１
普
連
・
青
柳
み
さ
え
選
手

「
自
分
か
ら
下
が
ら
ず
、
前
で
勝
負
を
す

る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
今
日
は
子
ど

も
の
誕
生
日
で
、
見
に
来
て
い
る
子
ど
も

の
た
め
に
も
負
け
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
」

◇
高
校
生
の
部

　

小
金
井
健
尊
（
群
馬
県
選
抜
）
と
中
川

誉
久
（
須
賀
川
少
年
団
）
の
決
勝
戦
。
中

盤
に
小
金
井
が
胴
を
奪
う
。
２
本
目
、
小

金
井
は
臆
す
る
こ
と
な
く
攻
め
、
胴
を
決

め
て
二
本
勝
で
優
勝
。

個人・成年 A 決勝＝小川直希（右）対竹内大介

個人・女子決勝＝青柳みさえ（左）が胴を決めて優勝

 
■
個
人
戦

個人戦優勝者＝左から小川、滝沢、相野、青柳、小金井

心技体 人を育てる総合誌
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日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

し
ん
た

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

武
道

で

の

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

道
・

道
・

道
・

・

道
・

道
・

・

な

な
た
・

道
・

武
道
の

に

ン

し
、
武
道
の

、
す

し

も
し

く
、

す
く
、

す
。

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　
／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　
／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）　／

　
有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
八
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　
小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526 頁 ）
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少林寺拳法創始 70 周年記念レセプション

　

少
林
寺
拳
法
創
始
70
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
２
月
24
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
、
関
係
者
・
来
賓
を
含
め
た
約
430

名
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

少
林
寺
拳
法
創
始
70
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第

一
部
は
記
念
式
典
、
第
二
部
は
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
、第
三
部
は
午ご

餐さ
ん

会
が
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
は
11
時
30
分
に
開

会
。
最
初
に
、
少
林
寺
拳
法
創
始
70
周
年

を
振
り
返
る
映
像
を
全
員
で
視
聴
し
た

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
宗
由
貴
少
林
寺

拳
法
グ
ル
ー
プ
総
裁
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
少
林
寺
拳
法
が
創
始
さ
れ
た
１
９
４
７

年
は
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
で
す
。
少
林
寺

拳
法
は
、
宗
道
臣
が
日
本
の
将
来
を
憂

い
、『
武
道
を
手
段
と
し
て
人
作
り
が
し

た
い
』
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
少
林
寺
拳

法
開
祖
の
D
N
A
は
、
時
代
に
必
要
な

も
の
を
作
り
、
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
創
始
70
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
次

世
代
の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
次
世
代
の
人
た
ち
に
自
分
た
ち
が

何
を
伝
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
、
彼
ら
が
開

祖
の
D
N
A
を
継
承
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
、
そ
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

先
程
の
70
周
年
を
振
り
返
る
映
像
を
見

小山勇少林寺拳法連盟顧問の発声で乾杯

表彰を受ける高村正彦日本武道館会長

開祖のＤＮＡを次の世代に

記念式典の様子
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て
、
D
N
A
は
ち
ゃ
ん
と
継
承
さ
れ
て

い
る
と
思
い
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
少

林
寺
拳
法
は
世
界
40
カ
国
で
楽
し
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
社
会
の

状
況
は
違
い
ま
す
。
そ
の
社
会
に
必
要
な

人
作
り
に
こ
れ
か
ら
も
こ
だ
わ
り
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
最
後
ま
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
」

　

続
い
て
、
長
年
、
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー

プ
に
対
す
る
格
別
の
支
援
・
協
力
を
行
っ

た
後
援
者
の
表
彰
と
な
っ
た
。
表
彰
は
高

村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
・
前
少
林
寺
拳

法
振
興
議
員
連
盟
会
長
、
井い

の

上う
え

礼の
り

之ゆ
き

ダ
イ

キ
ン
工
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長
を
は
じ

宗由貴少林寺拳法グループ総裁川島一浩少林寺拳法連盟会長

め
と
す
る
９
名
の
個
人
と
２
団
体
に
対
し

て
行
わ
れ
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。
そ
の
後
は
来
賓
を
代
表
し
て
、
程て

い

永え
い

華か

中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
特
命
全

権
大
使
が
祝
辞
を
述
べ
、
来
賓
紹
介
、
祝

電
の
披
露
が
あ
り
第
一
部
が
終
了
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
第
二
部
の
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
、
第
三
部
の
午
餐
会
と
続
い
た
。

午
餐
会
の
冒
頭
で
は
、
小
山
勇
少
林
寺
拳

法
連
盟
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
と
な
り
、
出

席
者
は
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
会
場

に
は
笑
顔
が
溢あ

ふ

れ
た
。

　

そ
し
て
、
午
餐
会
の
中
締
め
で
は
、
川

島
一
浩
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
。

「
昨
年
夏
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
世

界
大
会
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
少
林
寺
拳

法
創
始
70
周
年
記
念
行
事
を
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
で
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
80
周
年
、
90
周

年
、
100
周
年
に
向
け
て
、
世
界
で
一
つ
の

少
林
寺
拳
法
を
守
り
、
世
の
た
め
人
の
た

め
に
な
る
拳
士
を
一
人
で
も
多
く
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
少
林
寺
拳
法
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
声
援
、
ご
協
力
を
何
卒
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」

　

最
後
に
、
宗
昂
馬
少
林
寺
拳
法
U
 N 

I
T
Y
専
務
理
事
、
倉
本
亘
康
少
林
寺

拳
法
創
始
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
会
は
盛
会
裡
に

終
了
し
た
。

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

・
日本武道館

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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日
本
武
道
学
会
創
立
50
周
年
　
記
念
式
典
・
祝
賀
会
　

日
本
武
道
学
会
創
立
50
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
３
月
３
日
、
東
京
都
・
千

代
田
区
の
明
治
大
学
・
紫
紺
館
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
に
先

立
ち
、
山
下
泰
裕
氏
（
全
日
本
柔
道
連
盟

会
長
・
東
海
大
学
副
学
長
）
に
よ
る
記
念

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。　

　

山
下
泰
裕
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
は
午

後
２
時
に
開
会
。「
柔
道
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。
山
下
氏
は
、
自
身
の
生
い

立
ち
や
選
手
・
監
督
時
代
の
経
験
、
柔
道

界
の
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

語
り
、
最
後
に
「
嘉
納
治
五
郎
先
生
と
松

前
重
義
先
生
に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
今

後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

◇

　

午
後
４
時
か
ら
は
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
た
。
は
じ
め
に
、
百
鬼
史
訓
日
本
武
道

学
会
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
日
本
武
道
学
会
は
武
道
の
普
及
・
発
展

に
資
す
る
た
め
、
武
道
に
関
す
る
問
題
の

研
究
成
果
を
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
国
際
会
議
等
の
関
係
に
よ
っ
て
海
外

の
研
究
者
と
の
交
流
を
推
進
す
る
中
で
、

日
本
武
道
の
固
有
性
に
つ
い
て
相
互
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
す
。
日
本
武
道
学
会
創

立
50
周
年
を
契
機
と
し
て
、
次
半
世
紀
へ

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
、
さ
ら
な
る

躍
進
に
む
け
て
、
学
会
活
動
に
邁
進
し
て

い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
」

　

深
代
千
之
日
本
体
育
学
会
会
長
に
よ
る

来
賓
祝
辞
の
後
、
日
本
武
道
学
会
の
発
展

に
尽
力
し
た
賛
助
会
員
・
顧
問
・
名
誉
会

員
に
百
鬼
会
長
か
ら
感
謝
状
・
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
村
田

直
樹
日
本
武
道
学
会
副
会
長
に
よ
る
挨

拶
、蒔
田
実
全
日
本
剣
道
連
盟
常
任
理
事
、

川
島
一
浩
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
、
片
山

幸
太
郎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
副
会
長
に
よ

る
来
賓
祝
辞
の
後
、
佐
藤
成
明
日
本
武
道

学
会
顧
問
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
と

な
っ
た
。

　

出
席
者
は
武
道
学
会
創
立
50
周
年
に
思

い
を
馳
せ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は
終

了
し
た
。

山下泰裕氏による記念講演会「柔道を通して学んだこれからの生き方」

50
周
年
を
契
機
に
さ
ら
な
る
躍
進
を百鬼史訓日本武道学会会長

乾杯

ニュース

心技体 人を育てる総合誌
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トピックストピックストピックス
　

現
代
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
風
景
の
一

つ
に
町
道
場
が
あ
る
。
昭
和
30
～
40
年
代

に
は
、
剣
道
・
柔
道
の
町
道
場
が
東
京
に

も
結
構
あ
っ
た
も
の
だ
。
今
、
町
道
場
を

維
持
し
て
い
る
方
々
は
、
手
弁
当
で
子
供

た
ち
に
愛
情
を
注
ぐ
武
道
熱
血
漢
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

　

中
学
校
の
体
育
で
は
武
道
が
必
修
化
さ

れ
、
特
に
柔
道
の
安
全
指
導
が
い
ろ
い
ろ

と
工
夫
さ
れ
て
い
る
現
在
、
幼
年
児
童
に

向
け
柔
道
を
安
全
に
稽
古
す
る
た
め
に
マ

ン
ガ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
小
冊

子
。
町
道
場
も
ど
っ
こ
い
生
き
て
い
る
、

そ
の
心
意
気
を
感
じ
る
好
著
と
な
っ
た
。

（
善
道
館
道
場
発
行
・
非
売
品
）

　

新
刊
紹
介

『 
安
全
柔
道
の
薦
め 

　
　
　
　

善よ
し

道み
ち

く
ん
の
話
』

伊
藤　

吉
治 

著

◇
団
体
表
彰

　

優
勝
＝
昭
島
中
央
剣
友
会
（
東
京
）

　

２
位
＝
四
誠
館
（
埼
玉
）

　

３
位
＝
周
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
君
津
市
）

　
　
　
　

養
浩
館
道
場
（
神
奈
川
）

　

敢
闘
賞
＝
浦
安
本
部
道
場
（
浦
安
市
）

　
　
　
　
　

直
信
舘
和
泉
道
場（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

野
間
会
（
富
津
市
）

　
　
　
　
　

東
松
舘
道
場
（
東
京
）

◇
個
人
表
彰
（
優
秀
選
手
賞
）

　

阿
部　

暁
（
昭
島
中
央
剣
友
会
）

　

塩
崎
煌
文
（
昭
島
中
央
剣
友
会
）

　

宮
川
拓
也
（
四
誠
館
）

　

佐
藤
羽
多
（
周
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

西
山
大
稀
（
養
浩
館
道
場
）

　

大
会
結
果

第
29
回

小
野
派
一
刀
流
流
祖
忠
明
旗
争
奪

関
東
小
学
生
剣
道
大
会

２
月
25
日　

南
房
総
市
富
浦
体
育
館

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

四
六
判
・
上
製
・
５
６
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

好
評
発
売
中
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）
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